
18
日
・ 

台
風
23
号
メ
モ
リ
ア
ル
防
災

学
習
会

20
日
・ 

豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

2
0
1
9（
千
代
田
区
）

24
日
・ 

N
H
K
公
開
収
録「
ベ
ス

ト
オ
ブ
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

29
日
・
除
雪
隊
発
隊
式

【
12
月
】

2
日
・ 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の

解
消
に
向
け
た
戦
略
の
方

向
性
提
言
報
告
会

　
　
・ 

消
防
本
部
年
末
警
戒
発
隊

式

3
日
・ 

五
荘
小
学
校
・
奈
佐
小
学

校
統
合
方
針
の
決
定

4
日
・ 

南
三
陸
町
長（
宮
城
県
）か

ら
感
謝
状
の
贈
呈

7
日
・
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

【
11
月
】

10
日
・ 

被
災
地
・
上
田
市
への
職
員

派
遣

11
日
・ 

文
化
と
教
育
の
先
端
自
治

体
連
合
の
発
足
式

12
日
・ 

市
議
会
臨
時
会

15
日
・ 

仲
田
光
成
記
念
第
19
回
豊

岡
全
国
か
な
書
展（
〜
17
日
）

　
　
・ 

秋
季
市
政
懇
談
会（
豊
岡
、

27
日
・
出
石
）

16
日
・ 

み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
応
援

キ
ャ
ラ
バ
ン

　
　
・ 

豊
岡
U
タ
ー
ン
企
業
研
究
会

（
大
阪
市
）

17
日
・ 

被
災
地
・
大
崎
市
への
職
員

派
遣

　
　
・ 

2
0
1
9
日
本
冒
険
フ
ォ
ー

ラ
ム（
千
代
田
区
）

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

被
災
地
の
一
刻
も
早
い

復
旧
・
復
興
を
願
い

▲11月10日、職員に見送られる中、市役所防災公
園から上田市に出発

　

台
風
19
号
に
よ
る
被
災
地
の
復
興
支
援
で
、

11
月
10
日
か
ら
姉
妹
都
市
・
上
田
市（
長
野

県
）に
職
員
2
人
を
、
17
日
か
ら
大
崎
市（
宮

城
県
）に
職
員
1
人
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
と
両
市
は
、
災
害
時
相
互
応
援
協
定

を
締
結
し
て
お
り
、
両
市
か
ら
の
応
援
要
請

に
応
え
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

派
遣
期
間
は
共
に
2
0
2
0
年
1
月
末
ま

で
で
、
市
道
や
河
川
の
災
害
査
定
設
計
書
の

作
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
被
災
地
の
一
刻
も
早
い
復
旧
・

復
興
を
願
い
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》防
災
課
☎
23

－

1
1
1
1

文
化
と
教
育
に
よ
る

先
端
的
な
ま
ち
づ
く
り
で
連
携

▲各自治体の首長と総合アドバイザーの平田オリ
ザさん（右）

　

11
月
11
日
、
西
村
屋
ホ
テ
ル
招
月
庭（
城

崎
町
湯
島
）で「
文
化
と
教
育
の
先
端
自
治
体

連
合
」の
発
足
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

東
川
町（
北
海
道
）、
南
砺
市（
富
山
県
）、

奈
義
町（
岡
山
県
）、
小
豆
島
町（
香
川
県
）、

本
市
の
5
自
治
体
で
構
成
し
、
連
合
会
長
に

は
中
貝
市
長
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

発
足
式
で
は
、
各
構
成
自
治
体
が
、
非
認

知
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
の
取
組
み
を
進
め
、

そ
の
効
果
測
定
・
評
価
・
検
証
を
共
同
事
業

と
し
て
行
う
こ
と
も
発
表
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》大
交
流
課
観
光
文
化
戦
略
室

　

☎
21

－

9
0
8
1

市政
ニュース
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12
月
4
日
、宮
城
県
・
南
三
陸

町
の
佐
藤
仁じ
ん

町
長
か
ら
、豊
岡
市

に
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
8

年
9
か
月
。復
興
計
画
の
10
年
の

間
に
全
て
の
復
興
事
業
を
完
遂
で

き
る
見
通
し
が
立
っ
た
と
し
て
、支

援
団
体
に
対
し
、感
謝
状
を
持
っ
て

回
っ
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

豊
岡
市
は
、発
災
以
来
、南
三
陸

町
に
市
職
員
を
1
〜
3
年
交
代
で

派
遣
し
て
き
ま
し
た
。今
も
派
遣

し
て
い
ま
す
。

　
「
調
べ
て
み
た
ら
、お
世
話
に

な
っ
た
団
体
だ
け
で
も
3
千
を
超

え
て
い
ま
し
た
。と
て
も
回
り
切

れ
な
い
、と
い
う
こ
と
で
2
2
0

に
絞
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、順
次

訪
問
し
て
い
ま
す
」と
佐
藤
町
長
。

　
「
文
章
を
自
分
で
書
い
た
ら
、思

い
が
あ
ふ
れ
て
、と
て
つ
も
な
く

長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。職

員
が
、町
長
、こ
り
ゃ
と
て
も
1

枚
に
収
ま
ら
ね
え
、と
非
情
に
も

カ
ッ
ト
し
ま
し
た
」

　

そ
れ
で
も
、長
い
文
面
で
し
た
。

文
章
は
、「
万
感
の
思
い
を
込
め
て

こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
」

と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の「
万
感
の
思
い
を
込
め
て
」

に
、胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
町
民
の
命
が
失
わ

れ
ま
し
た
。防
災
無
線
で
最
後
ま

で
避
難
を
呼
び
か
け
た
職
員
も
津

波
に
流
さ
れ
ま
し
た
。ど
れ
ほ
ど

つ
ら
い
思
い
、悔
し
い
思
い
を
さ

れ
て
き
た
こ
と
か
。

　

こ
れ
ま
で
毎
年
の
よ
う
に
、職

員
派
遣
の
感
謝
と
継
続
の
依
頼
に

お
越
し
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。ぼ

く
の
答
え
は
、い
つ
も
同
じ
で
し

た
。「
も
う
い
ら
な
い
、と
言
わ
れ

る
ま
で
派
遣
し
続
け
ま
す
」

　

2
0
1
5
年
、公
立
病
院
再
建
。

2
0
1
7
年
3
月
、さ
ん
さ
ん
商

店
街
復
活
。同
年
9
月
、役
場
庁
舎

再
建
…
そ
の
た
び
ご
と
に
、南
三

陸
町
の
皆
さ
ん
が
ど
れ
ほ
ど
喜
ば

れ
た
こ
と
か
。進
ん
で
い
く
復
興

の
様
子
を
、ぼ
く
は
泣
き
そ
う
な

思
い
で
聞
い
て
き
ま
し
た
。

　

地
元
で
は
ゆ
っ
く
り
酒
を
飲
む

こ
と
も
お
で
き
に
な
ら
な
い
だ
ろ

う
と
お
誘
い
し
、城
崎
温
泉
で
し

み
じ
み
と
一
緒
に
飲
ん
だ
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、こ

こ
ま
で
、本
当
に
よ
く
頑
張
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

南
三
陸
町
の
感
謝
状

146

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
を

英
国
か
ら
世
界
へ
発
信

▲コウノトリの野生復帰について米国　メ
ディアの取材を受ける中貝市長

　

8
月
16
〜
18
日
、
ラ
ト
ラ
ン
ド
･
ウ
ォ
ー

タ
ー（
英
国
）で
、
世
界
最
大
の
野
鳥
観
察
の

展
示
会
バ
ー
ド
フ
ェ
ア
に
出
展
し
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
映
像
の
放
映
や
ポ

ス
タ
ー
の
展
示
を
行
っ
た
他
、
中
貝
市
長
が
、

日
本
に
お
け
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
に
つ

い
て
、
英
語
で
講
演
し
ま
し
た
。
ま
た
、
海

外
メ
デ
ィ
ア
や
自
然
保
護
団
体
な
ど
の
発
信

力
の
あ
る
方
と
面
会
し
、
直
接
、
豊
岡
の
取

組
み
を
伝
え
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
豊
岡
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰

の
取
組
み
を
積
極
的
に
世
界
へ
発
信
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

　

☎
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－

9
0
1
7

市
議
会
役
員
決
定

議
長
に
関
貫
さ
ん
を
再
選

　

11
月
12
日
、
市
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、

議
会
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た（
敬
称
略
）。

▼
議
長　

関
貫
久
仁
郎（
再
選
）

▼
副
議
長　

松
井
正
志

▼
議
会
選
出
の
監
査
委
員　

椿
野
仁
司

　

各
委
員
会
の
委
員
長（
◎
）、
副
委
員
長

（
〇
）は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
常
任
委
員
会

▽
総
務
委
員
会

　

◎
伊
藤　

仁　

〇
奥
村
忠
俊

▽
文
教
民
生
委
員
会

　

◎
西
田　

真　

〇
田
中
藤
一
郎

▽
建
設
経
済
委
員
会

　

◎
浅
田　

徹　

〇
芦
田
竹
彦

▽
予
算
決
算
委
員
会

　

◎
松
井
正
志　

〇
伊
藤　

仁

　

〇
西
田　

真　

〇
浅
田　

徹

■
特
別
委
員
会

▽
議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　

◎
上
田
伴
子　

〇
岡
本
昭
治

▽
人
口
減
少
対
策
等
調
査
特
別
委
員
会

　

◎
嶋
﨑
宏
之　

〇
足
田
仁
司

▽
防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会

　

◎
上
田
倫
久　

〇
木
谷
敏
勝

■
議
会
運
営
委
員
会

　

◎
井
上
正
治　

○
木
谷
敏
勝

《
問
合
せ
》議
会
事
務
局
☎
23

－

1
1
1
9

ま
ち
全
体
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
向
け
て

▲民間企業経営者や地域コミュニティ関係者、
市職員など、110人が参加

　

12
月
2
日
、
本
庁
舎
大
会
議
室
で「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ（
性
別
に
よ
る
男
女
間
の

格
差
）解
消
に
向
け
た
戦
略
の
方
向
性
提
言

報
告
会
」を
開
催
し
、
上
智
大
学
名
誉
教
授
の

目
黒
依
子
さ
ん
と
関
西
学
院
大
学
客
員
教
授

の
大
崎
麻
子
さ
ん
か
ら
提
言
を
受
け
ま
し
た
。

　

市
で
は
、2
0
1
9
年
度
か
ら
、
ま
ず
は

職
場
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消

の
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
の
提
言

を
基
に
、
20
年
度
に
は
、
家
庭
や
地
域
な
ど

を
含
め
た
ま
ち
全
体
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消
に
向
け
た
戦
略
を
ま
と
め
ま
す
。

《
問
合
せ
》ワ
ー
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

　

室
☎
21

－

9
0
0
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